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倦怠感のインパクトと関連要因

がんサバイバーの倦怠感の実態解明と非薬物的支援プログラムの開発

倦怠感の実態調査 非薬物的アプローチによる4群RCT

①web調査による横断観察
研究により、がんサバイ
バーの倦怠感有業率と関連
要因の特定、コーピング方
法について明らかにする。

課題
✓化学療法／放射線療法中には80％、終末期には100％の患者に生じる。
✓完全寛解者でも29％が倦怠感を有し、診断後4年後でも重篤な倦怠感の有症率は36％を下らない。

目標 支援開発

群１ 自動生成音楽

群２ 漸進的筋弛緩法

群３ 座位での運動体操

群４ 対照群

②様々な非薬物的単回介入を実施し、倦
怠感の変化の比較するとともに、各介入
の安全性や受容性を検討する。

入院中および外来通院中の
がんサバイバーの倦怠感に
対して有効性が期待される
非薬物的アプローチについ
て、無作為化比較試験によ
り検証する。
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